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は
、
各
会
場
で
記
念
品
を
差
上
げ
ま
す
。

（
会
場
V

O
南
蔵
院
　
（
中
村
1
－
柑
－
－
）

○
諏
訪
神
社
（
西
大
泉
3
－
1
3
－
3
）

○
長
命
寺
　
（
高
野
台
3
－
川
－
3
）

八
時
間
）

午
前
1
0
時
～
川
時
3
0
分
（
予
定
）

1
／
2
6
は
文
化
財
防
火
デ
ー

文化財を大切にしよう
昭
和
2
4
年
（
1
9
4
9
）
1
月
2

6

日
に
、
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

火
災
に
よ
り
失
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
毎
年
こ
の
日
に
全
国

消火訓練（平成元年1月26日　春日町　愛染院境内）

文
化
財
防
火
デ
ー
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
元
年
9
月
4
日
午
前
3
時
頃
、
都
指
定

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）
「
木
造
天
海
僧
正
座
像
」

（
輪
王
寺
開
山
堂
、
台
東
区
上
野
公
園
1
4
－
5
）

が
、
火
災
で
焼
損
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
江
戸
時
代
初
期
か
ら
3

0
0
年
も
の
間
保
有

さ
れ
て
き
た
文
化
財
が
、
一
夜
に
し
て
灰
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

区
内
に
は
、
寺
院
や
神
社
を
は
じ
め
、
多
く

の
木
造
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も

の
を
火
災
な
ど
の
不
慮
の
事
故
か
ら
守
り
、
後

の
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
達

の
責
務
で
す
。

1
月
2

6
日
に
は
、
練
馬
区
内
の
練
馬
・
石
神

井
・
光
が
丘
の
各
消
防
署
が
、
区
内
の
社
寺
で

消
火
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で

秋の史跡散歩（お囁子の実演）

秋
の
史
跡
散
歩
を
、
1
1
月
1
2
日
（
日
）
光
が

丘
。
旭
町
コ
ー
ス
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

全
参
加
者
1
51
名
。
2
班
に
分
か
れ
て
見
学
。

今
回
の
史
跡
散
歩
の
特
徴
は
、
通
常
の
講
師

桑
島
・
松
本
両
氏
の
他
に
、
地
元
の
歴
史
に
詳

し
い
加
藤
佐
平
氏
、
八
丁
堀
三
吉
靡
子
保
存
会

の
小
島
忠
次
郎
氏
（
実
演
）
、
八
次
頁
へ
）
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ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　平成2年（‡990）＝∃第6号

平
成
元
年
度
文
化
財
愛
護
全
国
研
究
集
会
か

去
る
1
1
円
7
～
8
日
、
上
野
の
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
練
馬
区
か
ら
は
、
感
想
文

を
い
た
だ
い
た
両
加
藤
氏
の
ほ
か
、
計
7
呂
の

文
化
財
保
護
推
進
員
か
参
加
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
を
聞
い
て

篭
青
森
県
田
舎
館
村
垂
柳
遺
跡
　
－

発
表
者
の
岩
間
氏
と
は
開
会
前
に
対
話
し
た

の
で
、
特
に
関
心
深
く
聞
い
た
。
東
北
誰
で
朴

調
、
親
し
み
さ
え
感
じ
た
。

垂
柳
遺
跡
は
、
昭
和
3
1
年
（
1
9
5
6
）
の

耕
地
整
理
の
際
、
水
田
の
中
か
ら
土
器
や
焼
き

米
が
発
見
さ
れ
、
住
民
の
関
心
が
深
ま
っ
て
い

た
。
国
道
1
0
2
号
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
の
着
手
前
、

昭
和
5
6
年
か
ら
5
8
年
に
か
け
て
の
発
掘
調
査
の

結
果
、
現
在
の
田
面
の
下
5
0
c
m
に
6
5
6
枚
の
水
田

跡
・
土
器
・
弥
生
人
の
足
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

発
掘
に
は
村
ぐ
る
み
の
様
に
多
数
の
人
が
参
加

し
た
。
寒
冷
な
当
地
に
二
千
年
も
前
に
稲
作
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
学
界
で
評
判

に
な
っ
た
。

地
域
の
小
学
校
六
年
生
が
、
昭
和
6
1
年
か
ら

弥
生
時
代
の
服
装
で
（
指
導
者
も
同
様
）
稲
作

作
業
を
体
験
し
て
い
る
と
い
う
。

衣
・
食
・
住
は
人
間
生
活
の
三
要
素
。
昭
和

6
年
の
冷
害
に
よ
る
東
北
地
方
の
大
飢
饉
を
知

っ
て
い
る
し
、
稲
作
は
寒
冷
地
に
適
さ
な
い
と

教
え
ら
れ
て
き
た
。
今
で
は
種
子
の
改
良
と
栽

培
技
術
等
の
進
歩
に
よ
り
、
北
海
道
で
も
作
付

け
さ
れ
て
い
る
が
、
二
千
年
も
前
の
人
々
が
、

生
き
る
た
め
と
は
い
え
稲
作
に
取
組
ん
だ
こ
と

を
知
り
、
苦
労
の
程
が
偲
ば
れ
た
。

発
掘
調
査
、
小
学
校
6
年
生
の
体
験
学
習
な
ど
、

村
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
様
で
あ
っ
た
こ
と

を
発
表
前
の
対
話
で
も
知
り
、
人
口
1
万
人
足

ら
ず
の
過
疎
の
村
だ
か
ら
可
能
の
こ
と
。
当
区

の
様
に
6
1
万
人
ま
で
に
都
市
化
し
た
地
区
と
は
、

連
帯
意
識
に
較
差
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
推
進
員
　
加
藤
　
佐
平

文
化
財
愛
護
全
国
研
究
集
会

に
参
加
し
て

内
心
、
出
席
率
で
は
練
馬
区
が
日
本
一
か
な
、

と
思
っ
た
あ
の
上
野
国
立
博
物
館
に
お
け
る
全

国
集
会
で
、
代
表
的
な
研
究
発
表
を
伺
っ
て
感

心
し
ま
し
た
。
遺
跡
、
景
勝
地
、
民
俗
資
料
、

美
術
、
芸
能
等
の
伝
承
、
普
及
、
保
護
活
動
の

事
で
す
。

然
し
私
は
感
服
す
る
半
面
、
そ
の
様
な
特
殊

な
所
に
限
ら
ず
、
普
通
の
町
村
で
ど
の
様
な
事

を
し
て
い
る
の
か
、
そ
ん
な
話
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
推
進
員
　
加
藤
　
喜
平

秋の史跡散歩　　本覚寺（旭町1－26－5）

（
1
頁
か
ら
）

お
会
式
の
準
備
で
お
忙
し
い
中
で
お
寺
の
来
歴

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
本
覚
寺
の
ご
住
職
、
花

岡
学
園
や
兎
月
園
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

花
岡
医
院
院
長
な
ど
、
い
ま
ま
で
に
増
し
て
内

容
豊
富
な
史
跡
散
歩
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
ま

た
、
テ
キ
ス
ト
に
は
講
師
の
松
本
氏
が
作
成
さ

れ
た
＜
「
光
が
丘
」
　
い
ま
む
か
し
＞
を
掲
載
し
、

加
藤
氏
の
話
と
合
わ
せ
て
、
光
が
丘
の
歴
史
を

知
る
良
い
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

（
協
力
　
花
と
み
ど
り
の
相
談
所
）
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第6号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2年（1990）l月

正
丁
戚
元
年
度
　
第
2
回
文
化
財
講
座

「
瓦
h
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ふ
y
」

①
　
％
（
水
）
区
立
婦
人
会
館
で
講
義

○
瓦
に
つ
い
て
　
ー
　
学
芸
眉
　
小
金
井
　
靖

○
練
馬
の
蔵
1
郷
土
史
研
究
家
　
井
口
　
敏

参
加
4
6
名
〔
応
募
7
3
名
か
ら
抽
選
〕

②
　
％
（
木
）
川
越
市
蔵
造
り
資
料
館
ほ
か
。

○
市
内
に
残
る
土
蔵
約
2
0
件
を
2
班
で
見
学

③
　
％
（
金
）
区
立
婦
人
会
館
で
質
疑
応
答

「
何
も
知
ら
な
い
で
見
る
の
と
、
教
え
て
い
た

だ
い
て
予
備
知
識
を
も
っ
て
の
も
の
と
で
は
、

興
味
が
違
い
ま
す
…
…
」
等
、
い
ろ
い
ろ
な
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
何
と
な
く
見
て
い
た
文
化
財
の
美

し
き
を
知
り
、
そ
れ
が
文
化
財
保
護
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
（
次
頁
に
記
事
有
）

川越市蔵造り資料館にて

案内役の伊藤経一氏（中央）の
説明を受ける参加者

郷土資料室収蔵品シリーズ

幸長持（長さ152．5cm）

衣
類
、
夜
具
、
調
度
な
ど
を
入
れ
る
の
に
用

い
た
長
持
は
、
稗
を
通
し
て
二
人
で
か
つ
ぎ
ま

し
た
。
火
事
の
と
き
持
運
び
が
不
便
な
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
車
を
つ
け
た
長
持
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
要
所
要
所
を
が
ん
じ
ょ
う
に

作
り
、
太
い
木
を
使
い
鉄
具
で
保
護
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
見
事
な
意
匠
と
な
っ
て
、
こ
の
長

持
に
威
厳
を
加
え
て
い
ま
す
。

た
び
た
び
大
火
の
あ
っ
た
江
戸
で
は
、
車
長

持
の
数
が
増
加
し
て
、
消
火
や
避
難
活
動
に
大

き
な
支
障
と
な
り
、
明
暦
大
火
後
の
天
和
三
年

（
1
6
8
3
）
幕
府
は
、
そ
の
使
用
を
禁
止
し

ま
し
た
。
（
練
馬
は
郊
外
の
た
め
、
禁
令
に
該

当
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
）

束
京
都
文
化
財
講
座
に
参
加
し
て

1
1
月
2
8
日
、
東
京
都
教
育
委
員
会
主
催
の

「
江
戸
か
ら
東
京
へ
」
　
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演

を
聞
く
機
会
を
得
た
。
講
師
は
、
東
京
教
育
大

学
名
誉
教
授
の
西
山
松
之
助
氏
で
あ
る
。

講
演
内
容
を
要
約
す
る
と
、
徳
川
幕
府
が
滅

亡
し
大
政
が
奉
還
さ
れ
、
封
建
時
代
か
ら
資
本

主
義
時
代
へ
と
移
り
変
わ
り
、
政
治
、
経
済
、

文
化
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
欧
米
の
文
化
を
と
り
入

れ
た
近
代
国
家
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
、
日

本
の
黎
明
を
迎
え
る
に
至
っ
た
、
歴
史
事
象
の

過
程
を
、
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
江
戸
時

代
末
期
の
幕
府
の
崩
壊
に
関
心
の
あ
る
研
究
者

に
と
っ
て
は
、
大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
あ
っ

た
と
思
う
。練

馬
区
地
名
研
究
会
委
員
　
林
　
勇

3



ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2年（1990）l月第6号

e
文
化
財
保
護
・
研
究
団
体
紹
介
●

練
馬
区
地
名
研
究
会

地
名
は
土
地
に
記
さ
れ
た
文
化
遺
産
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
の
地
名
が
開
発
の
波
に
押
さ
れ

て
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
ま
す
。
練
馬
区
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
う
ち
に
昔
の
地
名
を

調
査
・
記
録
し
て
お
か
な
い
と
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
結
成
さ
れ
た
の
が
こ

の
会
で
す
（
代
表
委
員
林
英
夫
立
教
大
学
名
誉

教
授
）
。
発
足
3
年
目
の
若
い
会
で
す
が
、
会
員

1
0
0
名
、
定
期
的
に
例
会
、
会
報
・
資
料
集
の
刊

行
な
ど
熱
心
な
活
動
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

（
講
演
会
）

『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
と
地
名
　
偶
に
見
え
る

○
日
時
　
2
月
4
日
　
（
R
こ
午
後
1
時
3
0
分

○
場
所
　
練
馬
区
立
婦
人
会
館

○
講
師
　
西
ケ
谷
　
恭
弘
氏

（
日
本
城
郭
資
料
館
長
・
立
正
大
学
講
師
）

○
聴
講
無
料
　
○
問
合
せ
9
9
6
－
3
2
9
5
林

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

囲
狙
い
の
文
化
財
と
散
歩
道
と
名
付
け

た
も
の
で
、
歴
史
・
遺
跡
・
水
系
・
道
路
・
地

名
な
ど
の
解
説
、
代
表
的
文
化
財
の
案
内
、
史

跡
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
が
の
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

い
ま
流
行
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
二
か
国
語
）
で
、

英
文
の
概
説
が
付
い
て
い
ま
す
。
区
役
所
・
情

報
公
開
室
・
郷
土
資
料
室
で
配
布
。
（
無
料
）

川越市蔵造りの商店
該藤並該藤並能車扱藤並塔

・、寺

容帝兼

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
元
年
1
0
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日
）

（
相
月
）

1
日
　
わ
が
ま
ち
再
発
見

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
　
石
神
井
公
園

8
日
　
ふ
る
さ
と
練
馬
ま
つ
り
　
　
豊
島
園

2
3
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
第
1
部
会
）

石
神
井
城
址
調
査
会
　
資
料
収
集
部
会

2
6
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
第
2
部
会
）

（
日
月
）

1
2
日
　
史
跡
散
歩
　
光
が
丘
・
旭
町
コ
ー
ス

1
7
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
富
士
見
台
四
丁
目
）

2
0
日
　
住
宅
調
査
（
向
山
三
丁
目
）

埋
蔵
文
化
財
裏
か
（
豊
玉
北
二
丁
目
）

3
0
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
（
全
体
会
）

（
1
2
月
）

6
日
～
8
日
　
文
化
財
講
座

数該該滋歯車該該該該
／一へ～

∴‾－、∴－　　　　　　、

．－‾一一1＿．・∴

容認認容認容顔認容容認容認容認認容容認

岩佐敏子さん（石神井台五丁目在住）

「
瓦
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
受
講
の
方
が
、
街

の
中
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2119　　1311　8

日　日　　　日　日　日

古
文
書
燻
蒸
（
小
島
家
文
書
等
）

埋
蔵
文
化
財
立
会
（
大
泉
町
五
丁
目
他
）

ペ
っ
こ
う
　
ら
　
で
ん
ま
き
　
え

無
形
文
化
財
撮
影
（
亀
甲
螺
細
蒔
絵
）

文
化
財
保
護
推
進
員
会

東
京
都
生
活
文
化
局
記
録
撮
影
協
力

文
化
財
保
護
審
議
会
　
（
全
体
会
）

踊
脚
…
m
福
神
を
特
集
し
ょ
う
と
考
え
ま
し
た

－
tが

…
…
…
区
内
で
公
開
さ
れ
て
い
る

も
の
を
見
て
も
、
全
て
は
揃
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
練
馬
は
、
か
つ
て
水
系
の
豊
か
な

所
で
、
弁
財
天
は
「
水
の
神
」
と
し
て
、
多
数

両
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
エ
ビ
ス
様
と
、

福
禄
寿
神
は
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ご
存
知
の

方
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
（
担
当
）

－4－


